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2011年に発行された、 宮内庁正倉院事務所編 『聖語蔵経巻 宮内庁正倉院事務所所蔵； 甲種
写経二』 のなかに「第5類甲種写経第81号法華略記 No.1986」という題を以て収録され

































蔵経』（D705a 733a，新文豊出版） －『韓仏全j(H 300c-320b）・『新続蔵』 （X.779c-793c) 
の頁を記した。
2 〔校訂テキス ト〕・〔訪i読訳〕 の字体は、原則として正字を用いた。〔校訂テキスト〕の句
点は意味に従って施し、注は該当箇所の最初に付した。下線は経論章疏からの引用・ 類似
文例を示し、その原文を注に記した。〔訓読訳〕には、使宜上（5A 2 4］などの科文番号を付




を挿入する場合）、桁字 （字の右に ．点）、誤字 （字の右に正字）などの訂正と、朱筆によ
る校正は、注に記した。


































































4.敬序、 4-1. 初ー 煩、 4-2. 次ー 煩、 4-3.後一頒半
23 























































[4 3] (66）.後は加護を請う。文の如く、感に知るべし・（66）。 ヒ来の敬序、巳に詑わる。
5.釈経
































5-A-1.解云① （七種功徳成就）・開列章門、 5-A-1-1.総開、 5-A-1-2.別列














































































































「加王舎［城］」の下は、［5A 2 3］「指事額義」 なり。
「勝於一切諸絵城舎」とは、『［大］智度論』に云わく 、「有る人言わく 、閤浮提の四方の中、
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東方を始めと矯す。固初めて出づるが故に。東方の中、摩伽陀園最勝なり。摩伽陀園の中、王
舎城最好なり。其の城の中、十二億の家有り。是の中の人、多く聴明にして、固な康皐多識な
り 。 其の園、 豊~にして乞食して得易し。 城、 山中に在りて閑静なり 。 精舎多きが故に坐輔の
人、喜び住す」と。！賢くは 『［大智度］論』に説くが如し。今、義を以て求むるに、七種の勝有
り。ーには名勝、王舎なるが故に。二には方勝、東に在るが故に。三には庭勝、家多きが故
に。 四には住人勝、 聴明の人多きが故に。 五には豊~勝、乞食して得易きが放に。 六には閑静
勝、山中に在るが故に。七には住止勝、精舎多きが故に。此の法門、亦た爾り。諸経の中の王、
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注
( 1) 本稿は 『印度撃例教是非研究j第63巻に投稿中の拙稿「義寂釈義一撰 『法華経論述記JについてJと
一部重複する。なお、〔校訂テキスト〕並びに〔訓読訳〕は立正大学大学院文学研究科博士後期課程仏
教学専攻の桑名法晃氏との共同研究による成果である。
( 2) ［韓仏全』には「’法華経論主1記’谷上 申義寂稗 義一撰」 ［H.2p.300脚註＠］ 「⑫総務経第一編九
32 義寂釈義一撰 『法華経論述記Iの文献学的研究（l)
十五査四郎。」［向上＠］ 「「谷上」補入⑮。」［向上＠］ 「IJ主木無撰者名依束域侍燈録書入⑮。J(H.2 p300c. 
l.3 4）とある。
( 3) 諸版本には「輩」 とあるが、甲本には「イE」とあり、右に 「華」と訂正し、左に傍点を付する。こ
れと同様の訂正箇所には事印しのみを付する。以下、同じ訂正が複数ある場合には本印しのみを付する。
( 4) 「留支訳jには「盤法議華韮。憂波盤金径七 大釆論f:rl婆数繋豆鰐 骨後祝Jヒ天竺骨三蔵書提留支共沙
門曇林等諜」 ［T26pl I.附註＠］ 「憂＝鑑00＊」［向上＠］ 「後＝元00＊」［向上＠］ 「三歳＋（法自rli)θ＠＊」
(T.26 no.1519 p.la. l.3-7）と、吉蔵（549-623）撰 『法華論疏』巻上 （以下、『論疏』）には 「並法道芸1"
韮盈裟韮企婆政繋豆（此云天親）菩薩造 三蔵法師i菩提流支泰 三i諜」（T.40no.l818 p 785a. l.19-
21）とある。引用文中、bold・ underlineは筆者による。以下同様。
( 5) 『述記.l.『論疏』には 「婆」とあるが、「留支訳」 には 「波jとある。
( 6) 甲本の脱字。甲本にはないが、 ［D.95p.705a. l.4・ X.46 p 779脚註＠］ に 「合上熔有提子」（甲本の
細注）と、 ［H.2p300脚註＠］ に 「「合」｜一疑有「提」。」とあるため、「mlを補った。
( 7) 鳩摩羅什訳 『妙法蓮華経J「法師品第十」に 「此経開方便門示隠＇［ 'J;f目。Jt法華経械深回幽遠0 1!l〔人
能到。J(T.9 no.262 p3lc. l.16 18）とある。
( 8) 甲本の欠字 （口、以下同様）。恐らく誼甚i菜、阿含甚深の二甚深のこ とであろうが、図珍（81491) 
撰 『法華論記』（以下、 『論記.l）巻第一本に 「寂徳目。域之興山表正説，，爾甚深義。」（NB25p 4a. l.15 
16）とあるため、「i主む を補った。
( 9) 甲本の欠字。定かでないが、基（臼2-82）撰 『妙法蓮華経玄賛j（以下、『玄賛』）巻第四本に 「二
名法輪。法者可軌持義。TE見等法所成性故説名法輪。」（T.34no.1723 p 73lc. l.3-4）とあ り、類似する
語句がみられるため、 「0lJを補った。
(10) 甲本の誤字。甲本には「時」とあるが、［D95 p 705a. 1.6 ・ X.46 p 779脚註＠］ に 「時疑持」と、 ［H
2 p.300脚註＠］ に「「時」疑「持」。」とあるため、「I霊山に訂正した。
(11) 乙本 （首欠）の始ま り。
(12) 嫡革力説 ・玄英訳『聡伽印n地論』巻第二十五に 「云何論議。所謂一切摩＠日旦＠履迦阿見達陸軍。例究甚深
素＠日旦語主義。 宣陽 一切契経宗要。 足名論議。 古川是所設 ｜二分数。三l蔵所婚。 謂~有系伺続殺廊。 或布毘
奈耳fl蔵縮。 ~布阿毘達磨蔵編。 首知l此中石説契経ffi!f-領。 記別調l鎖。 II 説曾 l除。 本事本生。 万民希法c 是
名素恒続蔵。若説肉縁是名毘奈耶i歳。石：説論議是名阿毘達磨歳。是故如是 ｜二分数。三蔵所廊。」［T
30 p.4 19 脚註＠］ 「 H旦 ＝ 恒⑤⑩ホ 」 ［ 向上81 「版 ＝ 理G⑫」 ［ 同上＠］ 「日旦 ＝ 但~J (T.30 no.1579 
p.419a. l.l 9）とあり、本箇所に依るものと考えられる。なお、基撰 『大乗法先義林高』（以下、『義林
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布見字）。J[T26 p7脚註＠］ 「以＝己00キ」 ［同上 p.8脚註＠］ 「身＝凡θ＠」 ［同七＠］ 「［身 F－千］





(18) 甲 ・乙本の脱字。甲 乙本にはないが、 ［D.95p.705a. l.15 ・ X.46 p.779脚註＠］ に「良上疑！院婆薮
集豆匹！？：」（甲本の細注）と、［H.2p301脚註＠］ に「「良」！疑脱「婆薮紫豆」。」とあるため、「匪亙亙豆U
を補った。
(19) 甲本には「良市（；jとあるが、乙本には 「良帝将」 とあり、「符Jは桁字と訂正する。
(20) 『論疏J に「妙法Jilli（＂.終優婆挺合。 婆薮繋逗ji; 。 ~·~従町二計事。 婆厳云天。 然逗云初。 J:J；人本 H·天帝
稗之必。 際泣 J~下 li\J/'J'.:I:＼：伏修縦。 故云大殺し菩提ぷ道。 1G'I ぶ日希。 ρ：＼＇Jj益希也。」（T.40 no.1818 p.785a. 
l.2 25）とあり、本箇所からの引用である。
(21) 乙本は破損のため、甲本の 「本北大」 を欠く 。
(22) 『述記』にはないが、『論疏Jの該当箇所には「帝＋際Jとある。
(23) 『論疏』に「（l此諭イ1＿；盗。 ・ 1！~〔前序位五；＊'rr云品If命一切論 f~ll菩除。 此是集約10人前護之荷t 也。ニイョ蹄
倣此北k主JI「｜作。今只依二文；」 ［T.40p785脚註＠］ 「人＝将イ＠」（T.40no.1818 p 785b, l.4 7）とあり、
本箇所に依るものと考えられる。詳しくは、後掲の注（80）参照。
(24) 乙本には「~i'!J とあるが、朱筆で「論」 と校正する。
(25) 甲本にはないが、乙本には 「促＋門」とあり 、「l'J」は桁字と訂正する。
(26) 『述記』－『論疏』には「流jとあるが、［D.95p 705a. l.18・X.46p779脚註＠］ に「流械本作留次同つ
（甲本の細注）と、［H.2p301脚註＠］ に 「「流」総本作「留」次｜叫」とあるように、「留支訳」には 「留」
とある。「版本」とは 『大蔵経』のことであろうが、ととの版本を指すかは不明である。
(27) 『論疏j に「•11FJ ＂分。一 郎敬 究ー 1・1i論芯。清威渥加護局縁起分。二j傑約1w1際病LF純分。 •r（牒 Y.
門治示分芹f;.')除勢分。就tJ）布二。一天主児島！？倣ljI j出命店、o －~ミ終 ../tWiii汝 111！主将1:J；。就初＠イJ二。 前雨偶蹄
盤三笠ljI j丘誼且。次ー偏半島i敬紗1irf' ili威’必必l議。，；沈初又二。 通島j／，政－m1--:Jl1i1造論怠D 次別品1i?x:i事迦
仰（ftlj I i;論志。就初又－－o 1lli ノ ，，~似品If敬一骨＂~！ c}lf。玖：乍｛め1j;J，＼命立。就初Y. . 。 初 1~n：叙能敬之寸＇·~~。 次
八千歎所ii~~之館極。 頂位お第一イリ也。 」 ［T.40 p 785脚註＠］ 「（大）イ＋IJf＠」 ［向上＠］「イJ=Y..＇R」（T.40





(29) 乙本には 「阪」とあるが、朱筆で「販つ と校正する。
(30) 甲本の誤字。甲・乙本には 「乍＋一」とあるが、乙本に「一」は桁字と訂正するため、「－Jを消
した。
(31) 「留支訳」に 「足並4立盗並注盤亙血昼盟正阻：A 出ff且血盟主」（T26no.1519 p.la. 1.8-9）と
ある。
(32) 法救造 ・ 僧伽l政摩等訳 『雑阿見公心論j 巻第一に「里盤.Ji。 起善心！凶 %＇· ~fl品開敬盤」12.。 」 （T28
no.1552 p 870b. ll2）とあり、本箇所に依るものと考えられる。なお、 『義林章j巻第四（T45no.1861 
p316a. 1.26-27）にも同箇所が引かれる。前掲の注（12）での事例といい、本箇所といい、 『述記jと 『義
林章jは関連性が窺われる。義寂は 『大乗法苑義林広章Jrnx逸）を著しているため、彼の著作の成立
l順序を検討する一つの手がかりになるかも知れない。
(33) 『述記jには 「浄」 とあるが、 『是正MWs心論jの該当箇所には「蕎」とある。




(38) 乙本も 「魚」 は踊り字。





(44) 曇無識訳 f大般折！然続』巻第五に 「芹 '.Jj 子。 竺立II長 ../'ill佐 イヨー 了。 心常怯念憐＠愛 J!\I〔己。 H信行 l~iij所欲
令受［｝_lo押1不法J式売'if史J降i塁。以愛念tfJ.」｝1支！選数数其主主。I市イミ委主海昆血lifl論。H以放。以Jt幼椛力未i甚，¥l(。
汗！万了。限使長布教ノド字己。込先日l与能向了知rgf,伽縦論イミ。イミ也｜止符。 」 ［Tl2p.390脚註＠］ 「愛＝
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思よEli誼足並盤盤。盟主丘.di血血vJi.院。後人事作ノミ将論盤彼1主院。且血遅i盆iWJ'.-J－；論才－t!J，。 血E
m婆阻止丘旦以_il.。色直l婆民主 Jj：後而所説i!・J,o 内プ7市此体論’法。比直上二生 半4通盤。』辺直孟L.
盟鑑jjf（文）」 ［T84p.371脚註＠］ 「［法l＜ー ＠」（T84no.2702 p37la, l.14 22）と、②済退 (l025-lll5) 
撰 『邦繍空白二数制防砂』 巻第六に「常’騰僧都法花論注Ji0 1d.血盛些些監益量盟昆紐盈止牛王。3;L
．波賢度。i虚血盟函益出波監。且よ有一面孟二i主伍。企血血孟 並え止＠主。盟主旦盆孟盟盤盤。並垣
内l(di監四1主庇（云云）」 ［T.77p.476脚註＠］ 「騰＝勝⑪」 ［同上8］「波覧＝盗!li.⑪」 ［向上＠］ 「法＝l:fu
⑪」（T77no.2434 p.476a. l.8-12）と、③j手厳撰 06s1Jr悉公 街ー紗j巻上之上に「陥縁杭Iif¥JイJ凹別
初uo李n：相承者。認血山口主控E孟益五正（削商J品続初,jl;jiうをT）卑昆椴盆ti：担比牛王；名塗車産（略.i;,党）鑑五回
血註監1婆監（又云吠陀又云悶陀。此目印J)並孟型基。後げl所説名川闘婆陀。＠［J1接明也。後ム豆；；主主盆 盤
阻婆臨。 Jt一名l込伽総論（新云見附潟｜則l筆。 此云帯明記論。 Jli'i~己諸法能玲日11Wl~＂f凶婆陀 t!L)jJy力U!此特論。
盤上二i:ム五且盤。Jlc初砲兵Y所til雪解（常騰法花論注）」［T.84p720 脚註＠］ 「（対l式市天組成」（T.84
no.2710 p.720仁 l.19-25）とあり、一致する文例がみられる。なお、済遅撰 『大日経it:心『＇；＇，疏私記j巻第
九 （T58no.2215 p758b. l.1-4）と、頼聡 (1226-1304）撰 『大日経由it指心紗』巻第八 （T59no.2217 
p.688b. l.7-10）にも同様の文例がみられるが、①『悉岳級』 からの孫引きである。①～③はいずれも常
勝 （740-815）の散逸「法華論注」（cfT.55 no.2183 p.1156b, l.19）からの引用である。本書は逸書では
あるものの、従来、『述記j以降に成立した文献中に、 現行の『述記』と完全に一致する文例を有する
文献は指摘されたことがないコとくに、本箇所は『述記』の地の文にあたるため、本書の 『述記』 から





(50) 諸版本の誤り。諸版本には 「士宮」とあるが、甲 ・乙本には「製」とある。
(51) 「儲支訳」に「＠凪慶主ぷ盆且笠盛並出i 金比丘地主1 峰山且血ll対蹄命~Aミ＠｜止現在 f1ll 汗隣
弘慈降雨，カ ！！，（！施我J！眠炭 大悲止凹魔 護菩従土台長」 ［T.26p l脚註Ol「紙＝i!TOO」［向上8］「世＝
来⑮J(T.26 no.1519 p.la, l.10 14）とある。
(52) 『韓仏全jの誤権。f韓仏全』には「度一文＋父」とあるが、甲本 乙本－ 『続蔵経J. r新続蔵jに
は 「皮」とある。但し、「留支訳」には「皮」とある。
(53) 諸版本の誤り。諸版本には 「党」とあるが、甲 ・乙本には「治、」とある。
(54) 甲 ・乙本の誤字。甲・ 乙本には「比Jとあるが、「此」 の誤字であるため、「UIELJに訂正した。
(55) 乙本には 「ぬ陀陀」 とあるが、初めの 「｜吃」は街字と訂正し、後の「陀」 は 「隠Jに訂正する。








(60) ［三賢十聖］「！・fl：.卜行 卜廻向の一二穴と初地乃宅 卜地の 卜匁とをいふ」（宇井伯詩［1938:349］）。
(61) ［登地菩薩｝「初似布地の付に人りし斉l娃」（宇井伯寄 [1938:773］）。
(62) ［毘伽羅］「vyakararya.謀、持明記論。 ｜八大経の，，，、六論の 。ー また五町］の 。ー 文法に闘する印度
（谷8のぞI」（宇井伯寄 [1938:884］）。
(63) ［四皮陀］「「四皮陀」 は、バラモン教の四種のウ、エーダ聖典で、リグ ・ヴェー ダ、 サーマ ・ヴエー
ダ、ヤジユル ・ヴェーダ、アタルヴア ヴェーダのこと。皮陀は、Vedaの音写語。偉陀とも音写する」
（菅野博史［1998407 (n213）］）。 詳しくは、吉蔵撰 『lヨ論疏J(T.42 no.1827 p.25la, l.2 26）参照。
(64) ［六泊の礼］不明。
(65) ［本母］ 「摩判 Jl~伽 matrka の謀。 論殺をいふ。 ~r：』は 出生の義、諸経のJ完を集め之を論議して別地




(69) [D95 p 706a, 1.16・X.46p 780脚註OJに「須疑卸」と、［H.2p301脚註＠］ に 「「須」疑「即」。」と
ある。
(70) 乙本に「 FJは朱筆で校正した添字。





(75) 「留支訳」に「＠妙法Jillfof.宅Ff-1¥71第一 迎山と盆監卜H、'H9ll8 ft:王合以岳山j師山，，， 。 興大比［d従＇~~二千人
供。J[T.26 p l脚註01「［妙法；:j!11·~終］ ⑩」 ［向上＠］ 「住＝{E⑩」（T.26no.1519 p.la. l.15-17）とある。
(76) 『論疏』に 「終卜l射命一切諸似｜；許l産者。此第二集経ぷ請護之断。韮旦盤金 切諸仰苦雌前蹄敬11
浩論芯訪！成主主力日；変。 此師i政基盤主盆ill例経。 亦 r.t.r威k主力日護。二主J衆韮皆• 11t イ j}jそ此百九 ｛｜！随寄一文示存
時欣也」 ［T.40p.786脚註81「並＝f!Eイ＠」（T.40no.1818 p.786a. l.l 7-22）とあり、本箇所に依るもの
と考えられる。
(77) 乙本の誤字。乙本には 「l'f」とあるが、甲本には 「お」 とある。




(80) ｛経日帰命］ 『論疏j によれば、 I法華論』 には、 前序がなく 、 直ちに「和弘、帰命一 切~／￥f?l持雌」と
いう一文から始まるテキス ト （以下、③）と、現行の 「留支訳jのように、天親の帰敬領を有するテキ
ス卜 （以下、③）の二本があるとする。以下、該当箇所 （T40no.1818 p.785b, l.4 1, p 786a. l.17-22) 
の訓読訳を示し、＠について考察する。
〔訓読訳〕
(I l だ此の論に二本イI り 。 Aーには 、 前序無し 。 1(1 ちに「終ぷ蹄命一切A告側；~q: 隊 」 とふう 。 此れは ）｛，： れ集
経人のt;,!f護の僻なり。B二には、島！？倣イII）。此れは是れJミ紛の｜「「！なり。今は.flーさにこ文に依りてIJfl 、
て三分とす。ーには、 授ーに何倣し、治論の立をqiべ、威京加護を，＼，！；う 。縁起分と伺す。 初めに就い
て二有り。 には、天親の島敬、i!1論の芯、を1・11ぷ。三には、 集経者の錦敬、:!i；経の氾、を＇＇＂。 「終日











とあり、二本とも「流支訳」とみなし、続けて「第一のテキスト ー 前序あり （帰敬頒なし）。「経云。
帰命一切諸仏菩薩」から始まる。第二のテキス ト －帰敬領あり （前序なし）。このうち、第二のテキ
ストが菩提流支訳の現行本に該当する」（引用文中、「前序あり」は「前序なし」の誤り）とあり、③を
「留支訳」とする。 ちなみに、「留支訳」については 、 栖復集 （879） 『法華料ぷ賛~集』 巻第六に「間本
論幾評。平年雨諜。一法1¥f，；命一答。梁バ’前代。1j1Jミ竺凶←J峨初＇Ji郎摩従。於治防殿内認。侍，.，竹J光宅J受。1:
長！万録。二法華論一部商巻。二 卜九紙。後鋭1Z捉留支議。，Z林市綬。今此本一巻＇i!Jt依線論。以料袋帝王（下








構成 I前序 E頂干し E帰命一切 N序品第一 V如l是我問。0・ VI此［経］法門－
③ × ① 
③ 。
「摩提訳j × × × × ① ② 
「留支訳」 × ① × ② ③ ④ 
『論疏』 × ① ② ① ④ ⑤ 
『子注j 首欠 ① ② × ③ ④ 
『述記j × ① ③ × ② ④ 






かな情報を得ていない。しなしながら、清水梁山 口922b 2 Jには 「経にEl＜、「師命したてまつる一
切の諸仰菩l鑑。」とあり、④の一文が訳されている。いずれにしても、＠については不明とせねばなら
ない。







二主盆」必主主。三者却l来欲説法H与ヨJOI茨Ji~＇。 問者依Vi扮法威儀随順丘盛必。五三皆依 1 1 ·説閃成就。主主よJ!tS.現
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OOJ ［同上1'1「（鹿角I）＋何＠⑪」 ［向上401「劇的欲開法＝盤血盟血＠」 （T26no.1520 p.lOc, 1.19 24) 
と、 『論疏』には「論日比＠経法山町 ！忽島二品。示到じ稀功依！£＠匙.H_笠且」三 一必IF介成）／，.！＇.~丘盆盛i
必＞ミ者立Iぅiミ欲説法I、＇ri"成就丘l主＠悠旦同心グl威儀随順位法Jl[tli.M主IDL，）£凶盛比六点大衆欲｜別法盟血広i
M；十；者支：殊師,flJ答成就」 ［TAOp.787脚註＠］ 「［経lf ⑮」 ［同上＠］ 「［中lf ⑮」［同上＠］ 「示現＝
｜リ］＇⑫」 ［向上＠］ 「就＋（此義肱知）＇（＠」 ［向上＠］ 「依所＝所依イ⑮」 ［同上＠］ 「威儀随順＝臨血盛盤イ
＠」 ［向上＠］ 「L＝ょピ＠J(T.40 no.1818 p 787a. 1.12-13. ll9-22）とある。諸資本｜の、とくに、四、六、
七は、語句の相違がみられる。
(82) I述記』にはないが、「留支訳」には 「此＋経jとある。
(83) 『述記j には「l~J」とあるが、 ［D95 p706b. 1.5 X.46 p 780脚註＠］ に「版本無明千」 （甲本の細注）
と、 ［H.2p301脚註＠］ に「「日［I」明磁J!l＼。」（「「明」厳木無」の誤り）とあるように、「留支訳Jにはない。
但し、「摩提訳」にはある。













(91) 乙本の誤字。乙本には「＇／）（」とあるが、甲本には 「古川 とある。
(92) ［十地論］詳細不明。現行の『｜地終論Iに該当文例は見当たらない。但し、慧遠撰 （523-92）『 卜
J也義記j 巻第一本に「終）｛－布二－:Jt~主起二是謹信如来的説先JJH荷札l f.t?Jt之 1 11 ¥in~主起州知t架化欲侍己llfJ
刻未来人先ぷ刻1 ).t:.fj(;従 f~ll I片］ J(f成可 (,jぞI~授も＿；」（X45 no.753 p.24c. 11.13-16） と、資戴写『 卜地71~己』巻第
一に「日i！大著薩供省。謹信序，, , :;g六句 lリJI凸~Ill！衆」（T85 no.2758 p.236b. 1.1 2・P.2048）とあり、類似す
る語句がみられる。
(93) 甲本の誤字。甲本には「令jとあるが、乙本に「今Jとあるため、 「E日に訂正した。
(94) 天親菩薩造 －菩提流支訳 『文1.*r:1[i,fljf与薩川汗挺終論』巻上に 「此修多縦所脳ギ－J)L分。ー｝f分。二fi
際｜剖弟了成就分。二三二l沫分。 vq能観的？？分。 五所i税法分。 六起分。 七読分。 八i寄薩手b'e~l勢力分。 九斧l鐙
40 義寂釈義一撰 『法華経論述記jの文献学的研究（1)
行差別分。」（T.26no.1531 p328a, l.19-22）とある。ちなみに、智昇撰（730）『11元線数鍛』巻第十九
に「文9;J<frj利汗1姥1:，：叩4経論一二各（ー云文殊問菩提経論ー云伽耶山頂論経）ー 卜紙」（T.55no.2154 p.689c. 
ll5-6）とある。
(95) 「和上③J(K 35v6 36r 1) と同文。
(96) 甲－乙本には「tu」とあるが、諸版本に倣い、〔校訂テキスト〕では 「問卜」に統ーした。





(101) 1'3 乙本の脱字。前文には「依！.m法固目威儀住」とあるが、ここでは 「｛＿J:」を欠くため、目白を
補った。














(lll) 『妙法蓮本経j「序品第一Jに「Nil放j行間l士l宅＋1光」 （T.9no.262 p.2b. l.16 17. p.4a, l.18）とあるた
め、詩句を補った。
(ll2) ［騰］「乗じること」（菅野博史［1995:937 (n 4）］ 。
(13) ［初めの一分］「序分成就jのこと。
(14) ［五境l詳細不明。五つの感覚器官の対象である色 ・声 ・香 ・昧 ・触の五つを指すか。
(15) 「留支訳」に「止ヰ比益企。 此法門 •I• 示上見二締~~生成就。 比基盤忽l, M笠畳二。ーお示現諸法門中
長峰ふ盛主主。 ：お示似＂＇イF功使、発，，x::;u· 。 盆じE金主主。 勝於ー 切~~在来城舎。 孟監幽斗凶2Lfi余諸山。 題比広出品
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監孟＆＿0 /lJ品不4主的[Ji態「ド l一千件j成醤闇嶋山正ゴ卑。」（T26no.1519 p.lb. ll6-ll) とあり、 『述記』所依の「流
支訳」と一字異なる。一方、「摩捻訳」には「又昨分成就者。i比主主＠門ノr-n；＼二種義！皮@lj輩。企L笠[i;;,_o二
主＠五盛一切話足立主主』土＠監盆盤故。三五時示現白在功＠盆出品欣。血正金主主。盤＠除一切越金改。盈監幽
山』笠（！，＇f;~高山＠故。 血l盤町II）止投開時耐HtI丘越査開耐斗叫：盆。 」 ［T26 plO脚註＠］ 「門＋（史）@BJJ［同
上＠］ 「就＋（比丞監生J)OOJI向上＠］ 「［広現l00」［IPJ上＠］ 「勝＋（通）θ＠」 ［同上 p1脚註Ol
「徳＋（孟JOO」［同上＠］ 「Cl企消）＋除RRJ［同上＠］ 「故＋（穎此法必勝五故）00」［向上＠］ 「Pl淀
川］~ IL］＝盗血皇室ζゆ」（T.26 no.1520 p.lOc. l.24 -p.lla. l.3）と、『論疏』には「又序介日付時 此ー注目
中示則二科＼ij審議！創立盤主1企l笠旦ー 二丘丞申fil益誌白血町北盗ぷ広比政 二J号示月,I1'1本功総菜成就故盆！.£
企主主監J丘諸i徐一切越企 ＠却且血斗凶亙除治山＠故 • Jil韮如Jt我｜間一｜時制｜喧よ金基i笠間堀山正1盆」 ［T.40
p787脚注＠］ 「現＋（一切）＇⑮」 ［向上＠］ 「［i投勝］イ ⑮」 ［向上＠］ 「（故是故）イ＋者⑮」 ［向上@nl］「［故］
イ ⑫」（T.40no.1818 p 787a. l.28, p 787b. ll5-8. p 787c. l.24-25）とある。ちなみに、本箇所の 『論疏』
所引の 『法華論jは「摩提訳」に近似する。
(116) 『述記Jには「又」とあるが、 ［D95 p.707b. l.3 ・ X.46 p.781脚註＠］ に「総本J!l1<又字」（甲本の細注）












(125) 甲本の誤字。 甲本には「微」とあるが、乙本に 「徴」とあるため、「~に訂正した。










(128) 甲本の誤字。甲本には 「阿Jとあるが、乙本に 「何」とあるため、日目に訂正した。但し、諸版
本は断らずに左の釘lく訂正する。
(129) 龍樹造 ・鳩摩羅什訳 『太智度論j巻第三に「’復次1¥I浮限四方中。亙Ji1呈骨盤。日益出;jJg。次第街
f8 )j州.)j北｝J 。 公主申 •II陣｛却11"17図）；；｝勝。虚血血’閥巾干合城品.)jJ 0 H: ，＿＿，有 ｜二依家。 －復次孟出ム金盟
.!1皆丘笠金益。i徐園無此。・｛夏次• it閥宅聖母語グt合易得。 徐凶イミ如。 復次ヰ：合域在山中｜刻柄。店主＠図精舎
〆I't也,1＆。多雑人入1\;jミ往易故不閑91liか。 又＠此山，，，多ti!f1件。 諸坐雨！j；人諸聖人皆’繁＠防~Jilrf•多得白 . ，，， 。 例是
司巨人坐1lij.人主。H:故＠多住五合域。＠立1)2:等種種因縁＠故多住王合成。」［T.25p.78脚註＠］ 「復次＝査ム
亘⑫＠」 ［向上~］ 「始 II 初＝ 数始以日00」 ［向上＠］ 「 ［方］一⑫つ ［同上＠］ 「（ぷ）＋中＠⑫⑪， ［中 ］
⑪J ［同上＠］ 「［凶］一⑫」 ［同上＠］ 「勝是＝証基盤⑫＠」［向上＠］ 「其＝陣的I陀OOJ［同上＠｝ 「図
＋（土）⑮」［向上＠］ 「併＋（例繁閑前庭以娃欣多住王合城）⑫，（例祭閑稲庭以是故多王合城住）＠」 ［｜司
上＠］ 「［此山中多精合論］ー ⑮＠」［向上＠］ 「繁＝喜⑪＠」 ［同上＠］ 「[t判的多得］一⑮＠J［向上＠］ 「中
＝山GR.（山） ＋中⑪＠つ l同上＠］ 「 ［多］ ーの」 ［向上＠］ 「 ［如）£ ··· ~ ］ 十三字 －®®」 ［向上⑮］ 「 ［故
多］一⑮， 故多＝多故＠」 （T25no.1509 p.78a. l.13 p.78b, /.20）とある。





(133) 参考までに、甲本 乙本 .r韓仏全』には「豊」と、 『続蔵経J.『新続蔵jには「盤っとある。
(134) 乙本に「勝」は添字。




日。 将日II 曲目山於五山且：盆盤」！盗。 孟血峰。 者間帰山料金L斤械 1fri 1Li •l'Hf L 以是}f.盤ム主主主。j「城J改乞食不痕。
嘩以北J次fリ｜；多在者IH~~1i 山，，， 。 ィタ在除成。 」 ［T25 p.78脚註⑮］ 「山＋（中）⑮＠J［同上e1「［不多｛工而］
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(142) 『述記jにはないが、『大智度論jの該当箇所には 「終＋日」 とある。
(143) f述記jの脱字。『述記jにはないが、f大科度論』の該当箇所に「ri.+ 11」とあるため、「回」 を
補った。
(144) 『述記j には「H＋以j とあるが、 『）~ 9,>1＇度論』 の該当箇所にはない。
(145) f述記jにはないが、 『大智度論jの該当箇所には 「勝＋者｜刻版lil」とある。
(146) 『述記』の1iT字。甲 乙本には 「難卜・.:k1t」」とあるが、乙本は取り消し線で「難 t蜂十」と訂正
し、 『大9i'¥'l立論jの該当箇所にも 「:liftI」」とあるため、「:YifLJに訂正した。
(147) f述記』 にはないが、『大智反論』 の該当箇所には「 1~＋以是」とある。
(148) 『述記jには「留支訳」の「敗」 に入れ替わり 「設Jとある。
(149) 甲 乙本の誤字。甲・乙本には「，＇ij＇，」とあるが、「亦 」の誤字であるため、 「E到 に訂正した。
(150) 申・乙本の誤字。甲－乙本には「以」とあるが、「留支訳」の該当箇所に 「！”1」とあるため、 同盟
に訂正した。
(151) [5 A 2 4］「牒経重成」は、名目のみが記され、解説は見当たらない。
［キー ワー 卜］
海東仏教、吉蔵、円弘、常騰、円珍、法華章疏、『法華論J、
『法華論疏』、『妙法蓮華経論子i注j、『法華論注J、『法華論記』
